
 
 
 
 
 
 

 

 

２月１８日(木)に学年末テストがありました。２年生最後の定期テスト

でしたが、どのような結果になったでしょうか。授業でも話しましたが、

自分のテストをしっかり分析し、間違えたところは理解できるまで取り

組んだり、３年生に向けて何が必要か考えたりするなど、今後につなげ

ていってほしいと思います。 
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 傾向・分析、アドバイスなど 

国

語 

漢字の読み書き問題は、丁寧に書ける人がほぼ全員になってきました。漢字問題は得点源です。毎日こ

つこつ取り組み、漢字をしっかり覚えておきましょう。 

読解問題については、①何を、②どのように答えるのかを意識するように話してきましたが、文末表現

や条件に気を付けて答えようとしている人が増えています。今回のテストは２年生のまとめということ

で、何問か答え方が難しい問いを入れました。物語文では、場面や時間の流れ、登場人物の関係性や心情

などについて、説明文では、どのような説明を求められているのか、何に注目しているのかなどについ

て、それぞれ把握することができているかが重要です。ほんの少しのニュアンスの違いで、完答になるか

部分点になるかが分かれます。また練習していきましょう。 

古典問題は、「現代語に直す（＝意味を直す）」と「現代仮名遣いに直す（＝読み方を直す）」の区別をしっ

かりつけられるようにしておきたいですね。 

作文問題は、１月の学力診断調査と同じ出題の仕方でした。時間配分がうまくいった人は、殆どが得点

に結びついたと思います。文末の統一はほぼできていました。減点で多かったのは、話し言葉「なので」の

使用と誤字脱字です。気を付けましょう。 

社

会 

歴史は、大まかな歴史の流れや歴史的事象の関連性を重視する

問題を多く出題しました。単語だけの学習ではなく、それぞれのつ

ながりを意識した学習をしていかないと、今後解けない問題が増

えていきます。日頃から意識して勉強していきましょう。 

地理は実力問題でしたが、主に過去の高校入試問題の改題で構

成されていました。それほど難易度は高くありませんが、資料を見

て少し考えないとわからない問題が多かったです。昨年度紹介し

たＥラーニングで、いつでも高校入試問題には取り組むことができ

るので、来年度はぜひ使ってみてください。 

数

学 

全体的に問題数が多く、「時間が足りない」と感じた人が多かったのではないでしょうか。 

表面左半分にある計算問題、素因数分解、直線の式など基本的な問題（９点分）は全問正解したいとこ

ろですが、全問正解している人が少なかったように感じました。学調などの実力テストでも序盤に出てく

るレベルの問題です。復習しておきましょう。 

三角形の合同条件、直角三角形の合同条件や平行四辺形になるための条件は、

単元テストの反省を生かしてしっかりかけていたと思います。証明問題は合同条件

が核となります。何度も暗唱していつでも答えられるようにしておきましょう。 

テストの最後に出題された平行線と面積の関係を利用して直線の式を求める問

題は、この先、学調などの実力テストにも頻繁に出題されます。『平行ならば２直線

の傾きが等しい』という性質をもう一度確認しておいてください。 

理

科 

 今回のテストの範囲は、２年生で学習した全範囲でした。そのため、ワークの問題をかなり多く出題しま

した。ワーク中心の問題でどこまで復習することができたかが、点数に表れていると思います。いろいろ

な問題集に挑戦するのもいいと思いますが、１つの問題集を本当に理解できるまでやり込むというもの

勉強の仕方だと思います。どこまで深く理解していくかが問われていきます。 

 授業のテスト反省でも言いましたが、これから挑んでいくテストは、知識を問われることは少なくなって

いきます。関係性や法則の名前を問うのではなく、関係性や法則を利用して考えて答えを導き出すような

問題になっていきます。身に付けた知識を生かして思考することが求められます。知識の使い方もあわせ

て学習していくように心掛けていきましょう。 

英

語 

 ２年生で学習した全範囲ということで、過去の問題を含めまんべんなく出題しました。実力問題的になり

ましたが、基本的に文法問題では、熟語を覚えていることが大事だということを理解し、これから熟語に

力を入れて勉強してほしいです。 

最後の９番の長文問題では、ほとんどの生徒が苦手とする傾向があるのか、点数を落としていました。

長文問題は書いてある内容がどんな内容なのかを読み取る能力が必要とされます。そのポイントとして、

書いてある内容はほとんど常識的な内容となっています。例えば、犬と猫がけんかして猫が逃げていって

おもしろかった……というような内容は出題されるはずもなく、今回のホームステイの内容のように、ご

くごく一般的な事が問われる内容となっています。その常識の範囲内でどう答えを導き出していくかを

今後たくさんの長文を解くことで身につけて行ってほしいと思います。自習室の各項目の最後に長文が

出てるのでしっかり取り組むといいと思います。がんばってくださいね。 


